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市区町村長の処分
に対する不服申立
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田中　太郎
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申立人の戸籍謄本　１通、相手方の戸籍謄本　通
出生届　１通、不受理証明書　１通
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治
タイプライタ
東京都杉並区長に対し、平成＊＊年＊＊月＊＊日申立人がした長男＊＊の出生
届出を受理すべきことを命ずるとの審判を求める。

治
タイプライタ
１　申立人は、平成＊＊年＊＊月＊＊日、東京都杉並区長に対し、長男の名
を＊＊と定めてその出生の届出書を提出したが、名の字＊は子の名に使用で
きる漢字に該当しないことを理由に、同日、届出書の受理を拒絶された。
２　＊の字は法務省令に定める子の名に使用できる漢字に該当しないとされ
ているが、＊は日常使用される頻度も多く、戸籍法の趣旨からしても名の字
として使用することが不合理とはいえない。申立人は妻とともに長男の名を
決め、この名を使用することが長男のためにも望ましいと確信しており、東
京都杉並区長の不受理処分には不服がある。
３　申立の趣旨のとおりの審判を求める。




